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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
白浦活動組織の世古です。よろしくお願いします。
私たちの活動報告を発表します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちが活動しています、白浦地区というのは、三重県の南部の紀北町というところにあります。
東京から車で来ますと、6時間半ぐらいかかります。
紀北町は、太平洋に面していますが、白浦はこの、半島のようにつきだしたところの根本にあって、港が北に向いているので、波も比較的年中穏やかです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
下の写真が、白浦の集落のほぼ全体です。
人口が185人、そのうち約7割が65歳以上の小さな漁村です。
主な漁業は、イセエビ刺し網、マダイ養殖、小型定置網、一本釣り等で、港の沖の写真のこれらは、マダイの養殖生簀です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
白浦では、5、6年ぐらい前から、刺し網にガンガゼが多くかかるようになりました。
それが、ガンガゼを網から外さなきゃいけないとか、ガンガゼがかかるせいで他の魚介類がかからないという問題で困っていました。
同じ時期、藻場がない、磯焼けしている場所が目立つようになりまして、藻場の減少や漁獲物が減る心配も起こってきました。
けれども、白浦では10数年前から海女がいない状態でした。
これでは、定期的に海中の状況を見られる人がおらず、海中を正確に知ることができませんでした。
また、地元の漁師だけでは藻場をどうやったら回復できるかという知識がなく、人数も少ないのでなかなか対策ができず困っていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、同じ時期に三重県で藻場を再生させることを目的としたガンガゼ駆除を実施する場所を探している、NPO法人SEA藻という団体があるというのを漁協の方に聞いて、白浦でやってもらおうとなりました。
そして、SEA藻の会員も在籍していた三重大学藻類学研究室から駆除やモニタリング調査の手法のサポートを、
理事の在籍するダイビングショップが指導する三重大学のダイビングサークルやダイビングショップの利用者などから駆除の参加者を募り、人材の確保をすることで、
課題になっていた知識不足、人材不足を補って活動することとなりました。
さらに、多面的事業では、自治体の紀北町とも共同で活動を行っております。

次からは、活動の詳細についてSEA藻の鈴木さんから発表します。
よろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
NPO法人SEA藻の鈴木です。
よろしくお願いします。

白浦活動組織の概要ですが、白浦でのガンガゼ駆除というのは、平成27年6月から行っています。
活動組織として発足したのは、平成28年3月で、平成28年度から水産多面的機能発揮対策事業の活動として行っています。
構成員は漁業者7名、漁協組合員1名、NPO法人SEA藻7名の15名です。
協定面積は9haで、4か所に分けています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
白浦活動組織の目標は、藻場の維持・再生で、それにより、白浦地区の海域の基礎生産、漁業資源の回復・維持を目指すことを目的としています。
また、NPO法人の活動目的にもなりますが、活動自体が地元の方への地域貢献になったり、活動に参加したボランティアダイバーが白浦に興味を持つきっかけになり、また観光を目的に訪れることで地域活性化につなげられると期待しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
5年間の活動計画です。
食害生物、ウニ類の除去を主な活動とし、年により母藻の設置等を行ってきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成30年度に実施した活動のスケジュールです。
ウニ類の除去を4回、母藻の設置と海藻の種苗投入を各1回実施しました。
年間を通した除去活動の前後にあたる、5月と12月にモニタリングも行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから、それぞれの活動の詳細です。
事前モニタリングでは、定点を定めて、ガンガゼの密度と海藻の被度をモニタリングしました。
ガンガゼの密度は、1m2あたり0.7個体、海藻被度は50.2％でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ウニ類の除去活動は、ボランティアダイバーが潜水し、ステンレス製の特製の金属棒でガンガゼをつぶすという方法をとっています。
4回の活動で、のべ73名が参加し、52,777個体のガンガゼを除去しました。
平成27年の活動当初からの除去数は、17万個体を超えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
母藻の設置は、周辺に生育するアラメ・カジメを採取し、スポアバックによる種の供給を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成30年度は、試験的に種苗投入も実施しました。
鳥羽の水産試験場からアラメの種苗を提供いただき、種苗板に装着したものを海底の岩盤に設置しました。
しかし、3週間後に確認する機会があったのですが、種苗はすべて消失してしまっていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事後モニタリングは、事前モニタリングと同様の調査を行いました。
ガンガゼの密度は、1m2あたり0.7個体、海藻被度は47.4％でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
活動当初からの、ガンガゼ類の密度と海藻被度の変化をグラフで示します。
赤線がガンガゼの密度を、緑が海藻被度を示しています。
ガンガゼ類は、活動により低い密度を維持しています。
海藻も季節により変動はありますが、回復後、安定して藻場が維持されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、写真で海藻の回復状況を示します。
全く同じ場所での変化です。
駆除活動を始める前の平成27年6月は海藻は全く見られませんでしたが、平成30年には、海藻が繁茂しているのが確認できます。
最新の、昨年12月のモニタリングでも海藻が繁茂しているのが確認されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、動画でも海藻の回復状況を示します。
左が平成27年6月、右が平成30年5月の状況です。
磯焼け状態だった海域ですが、3年たって、海藻が回復しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後も、駆除活動を継続してガンガゼの密度を維持していきたいと考えています。
これまでは、年間に複数回駆除活動を行っていましたが、藻場が回復している今後は、年に1，2回程度の駆除活動で密度が維持できると考えています。
それでも、今後も継続して駆除活動を行うにあたって、毎回安定的に参加者を確保できるかという課題が出てきます。
そこで、現在2つの点で解決しようとしています。
1点目は、水産高校との協力です。
愛知県にある水産高校と協力して、実習の一環として取り入れられないか働きかけを行っています。
これが可能になれば、高校の学生が十数名参加できるため、安定的な人員確保ができます。
これには、県をまたぐことになるので、活動地域との連携方法が課題となり、その解決策を模索しています。
2点目は、宿泊を伴う活動です。
これは、これまでにも多面的事業以外の費用を用いて私たちが行っていることでもあります。
潜水してガンガゼを駆除するという活動だけでは、単調になりがちで、複数回参加しているボランティアダイバーの中には、飽きてしまう方もいます。
そこで、駆除活動だけではない内容を追加し、魅力を持たせて再参加を促していきたいと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、今後は、自然による海藻の増加を目指すものから、種苗投入の実施により、水産有用種の増加を目指していきたいと考えています。
自然に生育している海藻から、有用種を増やす中で、魚による食害が起こる可能性があります。
白浦では、アイゴ、ブダイは見られますが、魚による食害は大きな被害とはなっていないと考えています。
今後、魚による食害が見られた場合は、防護方法の検討が必要になってきます。

また、白浦の藻場の藻類相は、現在1年生の海藻から多年生の海藻へと遷移の過程にあると考えられます。
その中で、今後は希望する海藻を上手く育てる方法が課題となってきます。
昨年度、試験的に実施した種苗投入は消失してしまいました。
今年度、新たに種苗を購入したものを、先月投入して、その生育を目指しています。
これらの活動を今後も継続し、藻場の維持・回復を目指していきたいと考えています。

これで、発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
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